
‭学校法人庄内神社学園　庄内こどもの杜幼稚園‬
‭令和６年度　学校自己評価結果‬

‭学園の存在意義（Purpose）‬‭：‬‭日本的な教育・保育で、次代を担う人材育成をする‬
‭学園が目指す次代を担う人材像‬‭：「みんなの中で、やりたいことをする人」‬
‭学園が目指す未来の形（Vision）‬‭：園に関わる人たちに　幸せになれる力を育む‬
‭学園の使命(Mission）‬‭：子ども、保護者、教職員が、「みんなの中で、やりたいことをする人」になる‬‭ための、‬
‭　　　　　　　　　　　機会と場の提供と援助をする‬
‭学園の行動指針（Value）‬‭：どの業種でも通用する高い社会性を　どの園でも通用する高い専門性をつける‬

‭本年度、重点的に取り組む目標や計画‬
‭・新たなシステムの円滑な導入‬
‭・園の理念と具体的事例の結びつけ‬

‭評価項目‬
‭評価項目と目的‬ ‭内容‬

‭〇教育課程・指導‬
‭〇研修（資質向上の取組）‬
‭【意義を再確認しながら保育実践の見直し】‬
‭・行事担当と計画を紐づけながら、諸会議で再確認‬
‭・園内公開保育で、保育の意義共有‬
‭・図や写真等を使って共有‬

‭・‬‭行事担当と年間諸計画担当を同じにしたことで、子ども会・音楽表現・造形‬
‭表現等計画を改定。‬
‭・園内公開保育児ではなく、乳幼児会議や他の行事会議等で意義確認しながら‬
‭日常保育の改善すすめた。‬
‭・生活習慣の具体的配慮を、図や写真等を使って共有するため、生活習慣のめ‬
‭やすを改定中。‬

‭【働きがい・働き方改革の継続】‬
‭・保育向上のミーティングや環境準備をするための業務再‬

‭編成‬
‭・様々な保育研修会での実践発表‬
‭・保護者への保育協力依頼‬

‭・実践学会・研究会・研究大会で、保育実践に関する内容、業務の質向上を促‬
‭す対話の促進実践を発表し、継続実践中。‬
‭・個人懇談期間を数日午前保育、神社参拝研修を　土曜日に設定することで、‬
‭業務時間を確保できた。‬

‭〇保健計画・学校安全計画の整理‬
‭【保健計画の再整理と明確化】‬
‭・学校安全計画を整理し見直しする‬

‭・保健計画・学校安全計画を生活安全、交通安全、災害、防犯を視点に再整理‬
‭した。‬
‭・看護会議を学校安全委員会に改編し、防犯や防災内容も検討‬
‭・災害時を見すえた保護者連絡も検討中‬

‭〇安全管理‬
‭【園児の安全向上対策】‬
‭・園児の安全を高めるため、正門改修や警備員の配置時間‬
‭検討‬

‭・園児の安全を高めるため、正門の出入りが多い時間帯の、警備員配置時間見‬
‭直して降園時の安全確保向上した‬
‭　　平日＝８：00～18：00‬
‭　　土曜＝８：00～17：00‬
‭・自動的に閉まる機能がある正門の改修した‬

‭〇組織運営‬
‭【キャリアパスや職務分掌表の周知と活用】‬
‭・昨年度改定したキャリアパスの周知と活用‬
‭・部門代表・副代表の役割や連携確認‬

‭・新キャリアパス表の内容と連動した、個別自己評価表をデータ共有できるよ‬
‭う変更して実践した。‬
‭・部門代表・副代表の役割やリーダーシップを確認する機会を持ち、やること‬
‭リストを作成中‬

‭【園内業務のマニュアル再点検】‬
‭・やることリストの再点検‬
‭・保育・行事ごとに、担当する保育者のスキルにあったス‬
‭モールステップを明確化する‬

‭・現在のやることリストの改定は継続しながら、特に新任版を重点に確認改定‬
‭中‬
‭・今年度の具体的な実践がなかったので、今後の検討材料とする。‬
‭　ただ今回実践発表したものにその要素があった‬

‭〇保護者・地域住民との連携‬
‭【デジタル化やＳＮＳの活用】‬
‭・今以上にルクミー化やSNSを活用し、在園児保護者だけ‬

‭でなく、地域保護者や学生にも伝わるようにする‬

‭・現在印刷物で配布している手紙を、ルクミーで配信して渡し漏れがなくなっ‬
‭た。‬
‭また各クラスの保育の情報が、職員間にも伝わり、情報交換も進んだ。‬
‭・まだ慣れない保護者への対応を検討‬
‭・園の様子を園公式インスタグラムを作成し配信して、登録者数３００名と‬
‭なった。‬

‭〇教育環境整備‬
‭【機器備品】‬
‭・ルクミーをより活用した、登降園管理や請求システムの‬
‭効率的な運用‬
‭・遊具、絵本、機器備品の整備‬

‭・職員や事務方の業務削減が出来た。より促進するように検討する。‬
‭・遊具、絵本、機器備品は適宜購入を行った。‬

‭【財務の状況】‬
‭現在のところ、公認会計士より適正に運用されていると報告を受けている。‬

‭５．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果‬
‭結　果‬ ‭理　由‬

‭おおむね良好であった‬ ‭・昨年度の振り返りをもとに今年度計画した事は、おおむね予定通り実施できた。‬
‭・保護者アンケートでも、おおむね良好な評価を得ることが出来た。‬

‭６．今後取り組むべき課題‬
‭課　題‬ ‭具体的な取り組み方法‬

‭・諸計画の意義を踏まえた整理‬
‭・採用→育成→定着への施策整備‬

‭諸計画の再検討をしつつ、毎年検討したことの反映できるような仕組み化‬
‭人材確保がより難しくなる今、採用→育成→定着をそれぞれ再検討‬

‭７．学校関係者の評価‬
‭・‬‭色々と細かく活動していることがわかる。・すごくICTが進んでいるように感じる。ICT化すればするほ‬‭ど、共有化が進む。‬
‭・「みんなのなかでやりたいことをする人になる」という園の理念が好き。自身も保護者会などで園理念を基にやっている。‬
‭・先生方がニコニコ楽しくしてもらいたい。働き方改革も進めて。インスタはよいと思う。‬
‭・未就学施設から、さくら学園、そして高校、大学への繋がりができればいい。　‬


